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付属資料 C：カウンターパート本邦研修 

技術移転の一環として、カウンターパートに対する本邦研修を、第 1 回：2010 年 10 月、第 2 回：

2012 年 5 月の計 2 回実施した1。当初、第 2 回研修は第 1 回と同様に、秋の収穫シーズンに合わせ、

2011 年 10 月に実施することを想定した。しかし、主たる視察先の JA 全農いばらきが、2011 年 3

月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震による原発事故の影響を受け多忙であったため、2012

年 5 月に実施した。 

 

1. 研修目的 

日本における農産物流通について、その仕組み、適用されている技術、政府の支援施策を具体例

と共に伝えることで、研修員の知見を深め、「気づき」を促す。 

 

2. 研修期間と実施地域 

第 1 回、第 2 回とも、移動日を含め 14 日間の研修期間とした。実施日程は次のとおり。 

第 1 回研修：2010 年 10 月 2 日～10 月 15 日（14 日間） 

第 2 回研修：2012 年 5 月 12 日～5 月 25 日（14 日間） 

 

実施地域は茨城県内と東京都内である。第 1 回、第 2 回とも、同じ研修内容、視察先とした。 

エ国⇔東京（往復）の移動に 4 日を要し、実質的な研修期間の 10 日間に、下記の事前講義と視察

を実施した。詳細な研修スケジュールは本章末の添付資料に示す。 

 

 (1) 事前講義 講師所属先 

1. 日本の農産物流通システムの変遷と現況概要（卸売市場制度の

仕組み、役割含む） 
OMIC 

2. 日本の農産物流通における農協の役割 IDACA 

(2) 視察先 所在地 

1. 有限会社ユニオンファーム 茨城県小美玉市 

2. JA やさと 茨城県石岡市 

3. JA 全農いばらき 茨城県東茨城郡茨城町 

4. 水戸市公設地方卸売市場（水戸中央青果（株）） 茨城県水戸市 

5. しもつまビアスパーク、道の駅 茨城県下妻市 

6. 東京都中央卸売市場大田市場（青果） 都内大田区 

7. かごしま遊楽館（県営アンテナショップ） 都内有楽町 

 

                                                        
1 2 回の本邦研修は業務実施契約に内包化された形で実施された。研修コース名は、（和）エチオピア国別南部州農

産物流通改善、（英）Country Focused Training Program in Strengthening Agricultural Marketing System in Southern Nations 

Nationalities People (SNNPR)。 
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3. 研修参加者 

研修参加者は、本調査カウンターパートを候補者とし、カウンターパート機関局長と協議の上、

決定された。 

 

(1) 第 1 回研修参加者 

氏名 所属及び役職 

Mr. Belayneh Bancha Bashano 

南部諸民族州 農業農村開発局 
農業マーケティングプロセス 部長 
SNNPR Bureau of Agriculture and Rural Development (BoARD) 
Agricultural Marketing Process,  
Process Owner 

Mr. Teshome Menjour Shewa 

南部諸民族州 農業農村開発局 
農業マーケティングプロセス 
マーケティング促進・連携エキスパート 
SNNPR Bureau of Agriculture and Rural Development (BoARD) 
Agricultural Marketing Process,  
Marketing Promotion & Linkage Expert 

 Mr. Simachew Chekol Alene 

南部諸民族州 農業農村開発局 
農業普及プロセス 
作物生産エキスパート 
SNNPR Bureau of Agriculture and Rural Development (BoARD) 
Agricultural Extension Service Sub Process,  
Crop Production Expert 

当初は 4名を予定していたが、BoARD局長Mr. Sani Redi Ahmedは、直前の州政府人事発令により、

来日中止を余儀なくされた。 

 

(2) 第 2 回研修参加者 

氏名 所属及び役職 

Mr. Siraj Usman Surur 

南部諸民族州マーケティング・組合局 
組合部  副局長兼組合部部長 
SNNPR Marketing and Cooperative Bureau (BoMC) 
Cooperative Core Work Process, 
Deputy Bureau Head & Cooperative Process Owner  

Mr. Redwan Kedir Kemal 

南部諸民族州マーケティング・組合局 
農産物マーケティング部 
農産物品質管理 シニアエキスパート 
SNNPR Marketing and Cooperative Bureau (BoMC) 
Agricultural Product Marketing Work Process, 
Agricultural Products Quality Control Senior Expert 

Mr. Abrham Astatike Abitew 

南部諸民族州マーケティング・組合局 
農産物マーケティング部 
農産物品質管理 シニアエキスパート 
SNNPR Marketing and Cooperative Bureau (BoMC) 
Agricultural Product Marketing Work Process, 
Agricultural Products Quality Control Senior Expert 

 

当初は 4 名を予定していたが、BoMC 局長 Mr. Nuredin Mohammed Kemal は、都合により、直前に

来日を中止した。 
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4. 研修内容 

視察先を含め、第 1 回、第 2 回ともに同じ研修内容とした。 

「1. 講義、2. 視察、3. 振り返りセッション、4. アクションプラン作成」の構成で、講義は視察に

先立ち現場理解に必要な基礎知識を事前に与えることを目的とした。また、視察前に、各視察先

の①研修目的と②研修ポイントを研修員に説明し、さらに準備した英文資料による事前学習を促

した。研修の目的とポイントは下記のとおりである。 

 

(1)  講 義 

プログラム 研修ポイント 
(1) 日本の農産物流通シス

テムの変遷と現況概要

（卸売市場制度の仕組

み、役割含む） 

① 日本の農産物流通制度の成り立ちと歴史的背景について理

解を深める。 
② 日本の農産物流通制度の概略を知る。 
③ 日本の農産物流通制度の役割と機能について理解を深める。

(2) 日本の農産物流通にお

ける農協の役割 
① 日本の農協について、その成り立ちと歴史的背景につき理解

を深める。 
② 日本の農協についてその概略を知る。 
③ 日本の農協についてその役割と機能について理解を深める。

 

(2)  視 察 

研修先 研修目的 研修ポイント 
(1) 有限会社ユニオ

ンファーム 
（農業生産法人） 

生産者による農産

物流通に関する

様々な活動につい

て学ぶ。 

① 事業機会をどう把握しているか。 
② 顧客ニーズへの対応はどうか。 
③ 事業運営体制はどうか。 
④ 意思決定システムはどう機能しているか。 
⑤ 行政支援をどう活用しているか。 

(2) JA やさと 

(3) JA全農いばらき 
 

日本の農協の様々

な活動、取り組み

について理解を深

める。 

① 農協における収穫後処理技術（機材・施設）の

内容はどうなっているか。 
② 品質管理はどのように実施されているか。 
③ 集荷の方法はどうか？共同販売の仕組みはどう

なっているか。 
④ 農協の事業運営体制はどうか。 
⑤ 農協の意志決定システムはどう機能している

か。 
⑥ 農協が生産者や顧客のために実施している様々

な工夫、チャレンジは何か。 
⑦ 商業的な果実生産とはどのようなものか、理解

する。 
⑧ 日本における青果物の販売規格について理解す

る。 
⑨ 生産者による、販売向上のための様々な努力、

工夫、取り組みについて理解する。 
(4) 水戸市公設地方

卸売市場 
水戸中央青果

（株） 

地方卸売市場の役

割、現状、課題等

につき理解を深め

る。 

① 卸売市場の役割について（公平かつ効率的な流

通の実現のために卸売市場ならびに卸売業者が

果たしている役割について理解する）。 
② 生産者と消費者の直接取引等が増え、市場流通

量が年々減少している状況下における市場の対

応について理解する。 
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研修先 研修目的 研修ポイント 
(5) 道の駅しもつま 

ビアスパーク 
地方行政により、

都会と農村の交流

の場の一環として

設立された、施設

の役割、現状、課

題について理解を

深める。 

① 日本における「道の駅」とは何か？現状や課題

につき理解を深める。 
② これらの施設利用や直接販売に対する工夫、課

題を学ぶ。 

(6) 東京都中央卸売

市場大田市場

（青果） 

日本有数の巨大市

場がどのように運

営されているの

か、大量の産物を

効率的、合理的、

公平にさばくため

の工夫の数々を知

る。 

① 巨大な卸売市場の運営方法。 
② 公平かつ効率的な流通実現化のために卸売市場

が果たす役割と機能について理解する。 

(7) かごしま遊楽館

（県営アンテナ

ショップ） 

地元産品の販売促

進のために、地方

行政が果たしてい

る役割について理

解を深める。 

① どのように地元産品の販売促進を実施している

のか。 
② 県営アンテナショップの運営で、どのような工

夫、取り組み、課題が存在するのか、理解する。

 

(3)  振り返りセッション 

研修内容を振り返り、気づいた点等を咀嚼し、理解を深めること、また、研修内容を踏まえ、自

国で実施可能なアクションプラン（案）の作成準備を行う。 

 

(4)  アクションプラン作成 

研修内容を踏まえ、帰国後に実行可能なアクションプラン案を作成し発表を行う。 

 

5. 研修成果 

(1) 第 1 回研修 

1) 振り返りの結果（研修員のコメント、意見） 

本研修を振り返り、研修員のコメント、意見として、多く挙がったのが、日本の各研修先にお

ける、①マネジメントの強さ、②業務に対する強いコミットメントと使命感、③多様化する顧

客のニーズに対応するための様々な工夫や努力といった点が大変印象的であり、学ぶものが大

きかったとする意見である。具体的には、特に印象的だったものとして、以下の点が研修員か

ら挙げられた。 

・ 農業生産法人による、生産から販売までの厳格なマネジメントシステム： 

 顧客との契約を遵守するため、土壌改良や害虫対策を徹底し、生産計画を立てている点。 

・ 農村のトータルライフコーディネーターとしての農協の存在と役割： 

 エチオピアで主流となっている、農業資材の供給といった農協の役割にとどまらず、日本

の農協が、共同出荷はもちろん、品質管理や規格を含めた生産物の付加価値化、直売所の

経営、銀行や保険業務、ガソリンスタンドや病院運営に至るまで、会員はもとより、会員
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以外の農村人口に対しても多彩なサービスを施している点。 

・ 県行政が実施する、様々な地元産品の販売促進ならびに県の PR のための試み： 

 地元産品の販売促進のために、直営店やレストランを誘致し財政支援を実施している様子、

都心のニーズと需要を把握し、これらを地元にフィードバックし、新たな商品開発のサポ

ートを実施している点等。 

・ 公平かつ効率的な取引を実施するために、卸売市場が果たしている役割と存在意義 

 

さらに、様々な関係者が異なる立場で日本の農産物流通を活性化し、向上するために行ってい

る努力の数々を知る機会が持てて、大変有意義であり、その中の一部でも、地元で応用し活用

できるよう、他の関係者とも協力しながら今後も努力し続けたい、とのコメントがあった。 

また、本研修において、各研修員は予習・復習をはじめ、講義と視察先では活発な質疑応答を

行い、各プログラムに積極的に取り組んだ。こうした研修員の態度が、講師ならびに各視察先

からも大変好評で、「話しがいがあった」「研修員からの斬新な質問の数々にこちらも勉強にな

りました」等のありがたいコメントも多々頂戴した。 

 

2) 研修員によるアクションプラン作成 

本研修で研修員が作成したアクションプランを次表に示す。アクションプラン作成にあたり、

プランの目的、実施者、可能な限り具体的な活動項目と実施スケジュールを内容として明記す

るよう説明したが、作成されたプランは「戦略」レベルで、具体性に欠けるものとなった。 

但し、「今回の研修で得た知識・知見をセミナー等によって、同僚の BoARD 職員や Zone・Woreda

等の農業行政職員ならびに農協や生産者たちとも広く共有する」という最優先項目は、帰国後

に研修員が自ら実施可能な活動であり、その実施を期待したい。 

具体的なアクションプラン策定が出来なかった要因として、元来プランニングに弱いという点

に加え、移動期間も含めて約２週間という限られた研修期間で、初めて訪問する日本という国

で吸収したものがあまりに大きく、具体的なアクションプランを作成するには、それらをきち

んと咀嚼し、考える時間がもっと必要であったと言えよう。 

 

研修員作成アクションプラン 

Action Plan  
No. Strategies Short term 

(2010-2011) 
Long term 

(2012-2015)
1 Briefing the knowledge and experience gained from counterpart 

training in Japan to colleagues and officials by calling seminars. ○  

2 Implementing existing marketing rules and regulations by making 
public awareness through training and disseminating information by 
brochures and leaflets. 

○  

3 Strengthening quality control mechanisms for high economic value 
products by providing certifications and accreditations.  ○ 

4 Disseminating marketing information for sellers and buyers to 
strengthen market linkage ○  

5 Strengthening linkage between government and non-government 
organization by making regular and review meeting to create common 
understanding of both parties. 

○   
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Action Plan  
No. Strategies Short term 

(2010-2011) 
Long term 

(2012-2015)
6 Implementing good agricultural practice (GAP) through organic 

farming such as IPM (soil amendment and water conservation 
systems) 

○   

7 Linkage and certifying high economic value agricultural products 
marketing suppliers by establishing standards and norms to keep the 
quality of the products. 

○   

8 Improving the cooperatives' existing business management and 
initiating cooperatives to diversify their business like saving and 
credit, insurance guidance service, social service, marketing and so 
on) by step by step building their management and financial 
capacities. 

  ○ 

9 Encouraging cooperatives to engage in antenna shop, direct sales 
shop, and wholesale collection and delivery centers establishment by 
increasing the support of government and non-government 
organization by sharing model experience, technical and financial 
supports. 

  ○ 

10 Strengthening public and private collaboration by creating linkage 
through Unions and Federation by workshop and seminars. ○   

11 Promoting post harvest handling through valued market dynamics 
(food processing) step by step establishing model and latest agro 
processing systems. 

○ ○ 

12 Creating market linkage between rural and urban communities 
through direct sales shops, roadside stations like Zennoh's Doki-Doki 
Farm in Ocholante, Hadaro Tunito, Sodo and Balila in SNNPR. 

○ ○ 

作成及び提出日：October 13, 2010     ＊No.は優先順位を示し、No.1 が最も順位が高い。 

 

(2) 第 2 回研修 

1) 振り返りの結果（研修員のコメント、意見） 

全般的なこととして、「今回の研修は非常に役に立った。見たものの多くが驚きであった。各視

察先で見られた①マネジメントの強さ、②仕事に対する強いコミットメントに強い印象を受け

た。これらは学ぶべきもの／見習うべきものである」とコメントがあった。 

視察における、特に印象的な事柄として、以下が挙げられた。 

・ 品質の重要性： 日本では品質は非常に重要、低品質の農産物は売れない。一般農家を含

め、生産と流通に関わる関係者全員が品質の重要性を理解している。 

・ 多様な農産物を取扱い、多彩なサービスを提供する農協： 日本の農協は、農産物共販や

資材販売はもちろん、スーパーや直売所の経営、銀行や保険業務、ガソリンスタンドとい

った多彩なサービスを、農協メンバーはもとより、非メンバーの農村住民に提供している。

扱う農産物も多種類である。 

・ JA やさと直売所では生産農家が野菜類の小売販売値段を自分で決めている。 

・ 情報公開の重要性： 農家が農協（農協幹部）を信頼している。 

・ 農協（JA やさと）による新規就農者支援はおもしろい。 

・ 道の駅は興味ある事例： 南部州の観光スポット Jinka に至るルートには数百 km に亘り何

もない区間があり、そのような場所では、燃料給油や飲み物を提供するサービスステーシ

ョンが成立するのではないか。周辺住民がそこで農産物を売ることもできるであろう。 
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・ 近代的な市場施設と機材（これまでに見たこともない施設と機材）。 

・ 長期的視点で計画、整備されている卸売市場： 市場施設が長期的な視点で計画且つ整備

され、効率的に運営されている事実に驚いた。 

 

2) 研修員によるアクションプラン作成 

研修初日の研修プログラム説明において、研修後半にアクションプランを作成するので、南部州

で適用できそうなアイディア（仕組み、制度、技術）を探すことを常に念頭に置くことを指示し

た。研修振り返りでは、アクションプランのアイディアとして次の３点が挙げられた。 

 

① エチオピアの農協は単一作物・限定サービスであり、日本の農協のような「多様な農産物を

取扱い、多彩なサービスを提供する農協」の導入を試みたい。 

② アワサ市に卸売市場を建設する計画が進んでいるが、日本のように「長期的視点で計画」さ

れておらず、敷地面積の拡大と場所の変更が必要である。計画を見直しする必要がある。 

③ 南部州の観光スポット Jinka に至るルートには数百 km に亘り何もない区間があり、そのよ

うな場所では、燃料給油や飲み物を提供するサービスステーション（道の駅）が成り立つの

ではないか。周辺住民がそこで農産物を売ることもできるであろう。 

 

時間的制約もあり、上記 3 つのアイディアの内、①と②の 2 つについて、アクションプラン案を

作成することとし、“Pilot project for Introduction of multi-commodity service based Primary 

cooperative in SNNPR”と“Establishment of Hawassa Agri. Wholesale Market Center”が作成された。作

成されたアクションプラン案を下記に示す。 

前回研修と異なり、研修で得たアイディアをベースに、具体性のあるアクションプラン案が作成

された。また、アクションプランを作成しなかったアイディア③「サービスステーション（道の

駅）」については、研修員（BoMC）が該当地域の行政関係者（ZoMC/WoMC）にアイディアを紹

介することとされた。 

JICA 本部報告会では「マルチパーパス農協はアフリカでは見たことがない。アジアでも難しい。

現実的に・・。」というコメントがあり、研修員は「本格的な導入ではなく、まずはトライアルを

したい」と考えていると回答した。 
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研修員作成アクションプラン 

 

Plan 1. Action Plan for “Pilot project for Introduction of multi-commodity service based 

Primary cooperative in SNNPR” 

Background (Reasons for making the Plan) 
In Ethiopia, primary cooperatives (PC) are formed mono-commodity service base.  Since the 
government has been targeting to increase the number of PCs, there are so many small PCs (about 
8700 PCs) in SNNPR; also there are kebeles (villages) having 2 to 3 PCs for different service.  

However, the survey which was carried out by the BOMC in 2012 revealed that 63% of PCs are 
under the minimum requirements; i.e. many PCs are not functioning.  Possible reasons for the poor 
performance are assumed that; 1) Too small scale of PCs, 2) Poor (lack) ability of leaders (farmers) 

to operate/manage the business/service. 

We visited and observed YASATO PC in Ibaraki, and found that the YASATO PC provides wide 
range of services not only marketing of agricultural products and supply of agri. materials but also 

banking and insurance service, operation of supermarket and gas station, etc. to the members and 
to non-members in their service area. 

We consider that multi-commodity service base PC which provide various services according to the 
people’s needs like YASATO PC is worth to try in SNNPR, since multi-commodity service base PC is 

considered as a solution for the poor performance mentioned in above 1) and 2).  
 

Small scale ==> 
Larger scale of 

PC (business) 
==> 

Possible to hire a professional 

staff for operation 

 

Based on this idea, we plan an action plan for “Pilot project for Introduction of multi-commodity 
service based Primary cooperative in SNNPR”. 
 

Target of the Plan 
Establish two multi-commodity service base Primary cooperative in two kebele 

 
Period of the Plan 
June 2012 – January 2015 
  

Activities 
 Activities Time 

1 
Discuss the idea in BoMC: 
- Discuss with Cooperative Development Core Process (CDCP) staff 

- BoMC meeting 

30 June 2012 

2 Discuss with Regional President Office 31 July 

3 Discuss with ZoMC and WoMC concerned Mid. August 

4 Review areas to be introduced new multi-commodity service based PC 31 Aug. 2012 

5 
Select zone-woreda-kebele (ZWK) to introduce new multi-commodity 
service based PC (sites for the Pilot project) 

Mid. September 

6 Detail discussion with selected ZWK 31 Oct. 2012 

7 Conduct training for coop. experts of ZWK Mid. November 

8 Discuss with farmers / town dwellers in the selected kebele 30 Nov. 2012 

9 Register voluntary members based on rules & regulation 31 Dec. 2012 

10 Establish new multi-commodity service based PC Mid. Jan. 2013 



The Development Study on the Strengthening Agricultural Marketing System in SNNPR 
 

C - 9 

11 Train executive board members of PC 31 Jan. 2013 

12 Follow-up & supportive supervision 
Continuous/ 
Periodical  

13 Evaluation & collection of best practices 31 Jan. 2014 

14 Scale-up best practices 31 Jan. 2015 

    
 

Plan 2. Action Plan for “Establishment of Hawassa Agri. Wholesale Market Center” 

Background of the Plan (Reasons for making the Plan) 
SNNPR government has allocated the land for building a new market (not an ordinary open-air 
market, but a market with building and other facilities to be built by AGP budget2) for agricultural 
commodities in Hawassa city.  However, the allocated land is only 2,300 m2; it is too small even 

compared to the current open-air market place (about 30,000 m2 (3 ha)). 

In the Training in Japan, we observed the Prefectural wholesale market in Mito-city, Ibaraki.  This 
wholesale market was properly designed and built with long-term standpoint.  It equips all necessary 

facility, utility and management systems for efficient commodity transaction and handling.  Observing 
the well-planned market facility in the training has come as a reminder that we, BoMC, should 
straighten the situation of improper market facility development in Hawassa out.  

 
Goal (long-term objective) of the Plan  
5 ha of wholesale market with proper infrastructure is constructed in Hawassa city; and properly 
operated. 

Immediate objective of the Plan 
To persuade the decision makers to change the construction site for a new market to the proposed 
alternative site; at CLC with 5 ha of land size.3 

Stakeholders of Market construction in Hawassa and Job demarcation 
a) Decision makers of the market construction in Hawassa : 

Regional President Office 

Head, Bureau of Industry, Trade and Urban development (BoITUD) 
b) Financial issues : 

AGP (World Bank project) 

Focal person of SNNPR (BoA) 
c) Coordination and follow-up among the stakeholders until completion of land handover to Hawassa 

city municipality; including negotiation with AGP to secure the budget : 

BoMC 
d) Designing of the market facility : 

BoMC 

Hawassa city municipality 
Hired architect 
Design and construction agency, BoITUD (comments, approval of the construction plan) 

e) Implement a tender and determination of contractor : 
Hawassa city municipality 
Design and construction agency, BoITUD 

BoMC (follow-up only) 

                                                        
2 8 million ETB has been allocated for year 2004 (EC) for Hawassa market construction by AGP. 
3 In Ethiopia, any request should be larger than the actual needs.  Request 5ha, then 3ha can be approved. 
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f) Construction of the market facility : 
Private contractor to be determined by tender 

g) Supervision of construction works : 

Design and construction agency, BoITUD 
Hawassa city municipality 
BoMC (follow-up only) 

h) Planning of management systems : 
Hawassa city municipality 
BoMC (support/guidance) 

i) Operation of the market : 
Hawassa city municipality 
BoMC (support/guidance) 

 
Activities and Time frame 
The job demarcation among the stakeholders is as shown in above. Only the activities which BoMC 
is responsible to do it are shown.   
BoMC’s work shall be end when the constructed market is handover to the Hawassa municipality. 

 
 Core activity Time Expected output 

1 Prepare the Proposal paper June - July 
Proposal paper with 
under-listed contents 

2 
Explain the Proposal paper to the SNNPR 
high official 

Before end of July Proposal is accepted 

3 Facilitate the land handover procedures  

4 
Follow-up the designing of the market 

facility 
 

5 
Follow-up the tender procedures and 

construction works for 1st phase  
 

6 
Provide guidance/support in planning of 

management systems to be done by the 
municipality 

 

7 
Facilitate the market handover 
procedures 

To be determined 
after the acceptance 

of proposal 

 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

Contents of the Proposal paper 
Background 

- Importance of wholesale market; 
* For smooth and stable food supply to growing population in Hawassa city; also 

* For support farmers’ sales by smoothen the commodity flows to Hawassa; and by providing 
chances to meet more buyers in Hawassa.  

- International experiences (examples of other countries – example of market facility, market 

construction by the government) 
- What SNNPR are lacking: problems of market users (traders, farmers, city-dwellers) 
- Future prospect of population growth and commodity volume to be handled in the market 

Proposal 
- 2,300m2 is too small.  Current open-air marketplace for agri. commodities is about 3 ha. 
- Market development should be planned with long-term view; with future prospects. 
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- Good location for truck transportation is absolutely necessary. 
- BoMC proposes to change the site to CLC and 5ha of land size. 
- Step-by-step facility construction: 1st phase (0-5 years) for perishable commodities and 2nd 

phase (5-10 years) for next important commodities. 
 

Layout plans (for 1st phase, and for 2nd phase) 

Rough sketches of market facility 
Rough construction costs estimation (Total, 1st phase and 2nd phase) 
Commodity list for 1st phase and 2nd phase 

 
* Utilize the photos and information of Mito prefectural wholesale market to give clear image of 

market facility to the high officials. 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 
Breakdown of Activity-1: Prepare the Proposal paper 
1-1 Build the consensus on the Plan in the BoMC 

1-2 Decide the experts who work on the proposal making 
1-3 Review the former proposal paper prepared and submitted by BoMC 
1-4 Collect information about the Wholesale market built by Oromiya regional government 

 (facility layout, facility design, management systems, construction costs, etc.) 
1-5 Collect information of modern agri. wholesale market in other countries 
1-6 Review / collect information about current Hawassa open-air marketplace  

 (area size, number of traders, existing facility, commodity volume handled in the market, 
number of donkey carts, size of permanent stall, etc.) 

1-7 Collect information about the proposed site 

 (road construction plan around the site, existing land use plan, land ownership, 
sewage/drainage, power and water supply, etc.) 

1-8 Make 1st draft 

1-9 Discuss 1st draft in the BoMC 
1-10 Finalize the proposal 
 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Precondition 
Consensus in the BoMC can be made. (Bureau head agrees the Plan.) 
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資料 1：第 1 回本邦研修スケジュール（結果） 

 

期間：2010 年 10 月 2 日～10 月 15 日（14 日間） 

 日付 時間 行程、研修内容 場所 講師 

1 10/2 土  移動（アディスアベバ→ドバイ） ―  

2 10/3 日  移動（ドバイ→東京） ―  

3 10/4 月 9:00-12:00 
14:00-16:00 

JICA 合同ブリーフィング（登録手続き等） 
研修オリエンテーション（日程、各プログラムの概

要、目的･ねらい等の説明） 

JICA 
東京 

 
OMIC 
小川 

9:30-12:00 講 義①： 
・生鮮農産物の流通システムの変遷と現況概要

（卸売市場制度の仕組み・役割等を含む） 
・コメ流通制度の変遷と現況 

OMIC 
管理部部長

高本 
 

4 10/5 火 

14:00-16:00 講 義②： 
・農産物流通における農協の役割、政府支援 

JICA 
東京 

IDACA 
教務･開発部

部長 照沼
5 10/6 水 9:00-11:00 

 
14:00-16:00 

移動（JICA 東京→JICA 筑波、電車） 
 
視 察 ①： 
有限会社ユニオンファーム 
・ 有機野菜栽培・販売事業の発展過程の説明 
・ パッキングセンター視察 
・ 栽培施設視察 

 
 

茨城県 
小美玉市 

 
 

取締役兼 
総農場長 

杜 

6 10/7 木 10:00-16:00 視 察 ②： 
JA やさと（営農流通センター） 
・ JA やさとの事業概要の説明 
・ 梨選果施設視察 
・ 青果物小分けセンター視察 
・ 有機野菜で有名な直売所視察 
・ 生産者農家（有機栽培）視察 

茨城県 
石岡市 

営農流通 
部長 鈴木 

 

7 10/8 金 9:00-17:00 視 察 ③： 
水戸市公設地方卸売市場 水戸中央青果（株） 
視 察 ④： 
JA 全農いばらき 
・ 茨城県における JA の取り組み全般についての

説明 
・ VF ステーション（野菜配送施設）視察 
・ ポケットファームどきどき（直売所、ﾚｽﾄﾗﾝ）視察 
・ 精米センター視察 

 
水戸市 

 
東茨城郡

茨城町 
 

 
 
 

管理部総合

企画課長 
海老沢 

 

8 10/9 土 10:00-12:00 視 察 ⑤： 
・ビアスパークしもづま 
・道の駅しもづま 
 
移動（下妻→JICA 東京） 

茨城県 
下妻市 

 
---- 

 

9 10/10 日  休日   

10 10/11 月 
 資料整理 

研修の振り返り 
JICA
東京 

OMIC 小川
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 日付 時間 行程、研修内容 場所 講師 

11 10/12 火  
6:30-9:30 
 
11:00-12:00 
 
 
 
14:00-16:30 

視察 ⑥： 
東京都中央卸売市場大田市場 
 
視察 ⑦： 
地方自治体アンテナショップ（かごしま遊楽館他）

 
 
振り返りセッション 

大田区 
 
 

有楽町 
 
 
 

JICA 
東京 

広報担当専

門員 村野 
 

商工労働水

産部流通情

報課長 光村

 
OMIC 小川

12 10/13 水 9:30-12:00 
 
15:00-16:30 
 
17:30- 

アクションプラン（案）の作成 
 
JICA 本部での評価会議と終了式 
 
OMIC 本社表敬及び歓送会 

JICA 
東京 
JICA 
本部 

OMIC 小川

13 10/14 木  移動（東京→ドバイ） ―  

14 10/15 金  移動（ドバイ→アディスアベバ） ―  

 

 

資料 2：第 2 回本邦研修スケジュール（結果） 

 

期間：2012 年 5 月 12 日～5 月 25 日（14 日間） 

 月日  時間 行程、研修内容 場所 講師 

1 5/12 土   移動（アディスアベバ→ドバイ） ―  

2 5/13 日   移動（ドバイ→東京） ―  

3 5/14 月 9:00-12:00 
14:00-16:00 

JICA オリエンテーション 
研修オリエンテーション（日程、目的･ねらい、視

察先概要等の説明） 

JICA 
東京 

 
OMIC 

阿久津、番 
4 9:30-12:00 講 義①： 

日本の農産物流通の変遷と現況 

「日本における農産物流通について」 

JICA 
東京 

OMIC 
管理部部長

高本 
 

5/15 火 

14:00-16:00 講 義②： 
農産物流通における農協の役割、政府支援等 

「日本における農協と流通システム」 

 IDACA 
教務・開発部

部長 照沼 

5 5/16 水 9:40 
 
14:00-16:00 

移動（JICA 東京→JICA 筑波、電車） 
 
視 察 ①： 
有限会社ユニオンファーム： 
・有機野菜栽培・販売事業の発展過程の説明 
・パッキングセンター視察 
・トマト栽培施設視察 

 
 

茨城県 
小美玉市 

 
 

取締役兼 
総農場長 

杜 

6 5/17 木 8:40 
10:00-15:00 
 
 
 
 
 

JICA 筑波発 
視 察 ②： 
JA やさと： 
・JA やさとの事業概要の説明 
・スーパーと農産物直販コーナー視察 
・農家訪問 
・野菜出荷施設（計量・包装）、精米所、資材セ

 
茨城県

石岡市 

 
営農流通部

部長 鈴木 
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 月日  時間 行程、研修内容 場所 講師 

 
16:00-17:00 

ンター等の視察 
筑波駅前のスーパー等 

 
----- 

7 5/18 金 7:40 
9:00-13:00 
 
 
 
 
 
 
 
14:00-15:30 

JICA 筑波発 
視 察 ③：  
JA 全農いばらき 茨城県本部 
・ 茨城県における JA の取り組み全般について

の説明 
・VF ステーション（野菜配送施設）視察 
・ポケットファームどきどき（直売所、ﾚｽﾄﾗﾝ）視察

・スーパー視察 
 
視 察 ④： 
水戸市公設地方卸売市場 水戸中央青果（株）

 
東茨城郡

茨城町 
 
 
 
 
 
 

水戸市 

 
副本部長 

川津 
管理部次長 

天海 
VF 課課長 

鈴木 
 
 

常務 酒井 
総務課 中崎

8 5/19 土 9:00 
10:00-12:00 
 
 

JICA 筑波発 
視 察 ⑤：  
道の駅しもつま（国道 294 号沿線） 
・農産物直売所、観光物産館 
 
移動（下妻→JICA 東京） 

 
茨城県

下妻市 

 
事務長 
古澤 

9 5/20 日  休日   

10 5/21 月 14:00-16:00 研修振り返り 
JICA 
東京 

OMIC 
阿久津、番 

11 5/22 火 5:40 
6:30-10:00 
 
 
11:00-12:00 
 
 
 
14:00-16:00 

JICA 東京発 
視 察 ⑥： 
東京都中央卸売市場大田市場 
 
視 察 ⑦： 
かごしま遊楽館（県営アンテナショップ、農産物・

観光プロモーションセンター） 
 
研修振り返りとアクションプラン案作成 

 
大田区 

 
 

有楽町 
 
 

JICA 
東京 

 
管理課広報

担当 村野 
 

観光物産課

課長 篠原 
 

OMIC 
番、味香 

12 5/23 水 9:30-14:00 
 
14:30-16:00 
 
17:00‐ 

アクションプラン案作成 
 
JICA 本部での評価会議と終了式 
 
OMIC 本社表敬及び歓送会 

JICA 
東京 
JICA 
本部 

OMIC 
阿久津、番 

13 5/24 木  移動（東京→ドバイ） ―  

14 5/25 金  移動（ドバイ→アディスアベバ） ―  
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資料 3：研修テキストと視察先資料 

研修プログラム テキスト・資料名   

講義①     

農産物流通システム

の変遷と現況概要 
Distribution of Agricultural Products in Japan
（日本における農産物流通について） 

講師作成 

講義②     

農産物流通における

農協の役割 
Agricultural Cooperative and Distribution 
System in Japan  
（日本における農協と流通システム） 

講師作成 
パワーポイントハンドアウト

視察①     

有限会社ユニオンフ

ァーム 
・ユニオンファーム概要データ 
・ユニオンファーム紹介記事（日本政策

金融公庫 AFC フォーラム 1 月号） 
・出荷カレンダー、有機野菜 WEB 販売ペ

ージ（HP 抜粋） 

ユニオンファーム提供資料

と WEB 収集資料に基づき

OMIC で編集、英訳 

視察②     

ＪＡやさと Agriculture in Yasato Region  
（八郷地区の農業概況） 

WEB 収集資料に基づき

OMIC で編集、英訳 
視察③     

ＪＡ全農いばらき 組織及び事業概況 WEB（全農ホームページ） 
収集資料に基づき OMIC で 
編集、英訳 

視察④     

水戸市公設地方卸売

市場（水戸中央青果

㈱） 

    

視察⑤     

道の駅しもつま 事業概況 WEB 収集資料に基づき

OMIC で編集、英訳 
視察⑥     

東京都中央卸売市場

大田市場 
Market Guide（市場のしおり） 大田市場 HP から入手 

視察⑦    

かごしま遊楽館 ・事業及び施設概要 
・かごしま遊楽館パンフ（2 種類） 

かごしま遊楽館提供資料と

WEB 収集資料に基づき

OMIC で編集、英訳 
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